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　韓国ドラマファンである。そうたくさん見たわけ
ではないが、感情表現豊かな人物やセリフの面白さ
が好きで時々見ている。最近の題材は、貧困、競争・
格差社会、フェミニズム、政治問題など今の時事問
題を背景に、日々の生活の悩みやしんどさ、時には
それと戦い乗り越える姿が描かれていて興味深い。
　最近やっと見ることができたドラマ（韓国2018
年放送）で驚いたのは、主人公の仕事として既存建
物の調査診断の場面が出てきたことだ。これまでド
ラマ（日本も含めて）に、建築家の設定や新築工事中
の場面はあっても、調査診断なんてあっただろうか。
このドラマの中年男性主人公は、建設会社所属の構
造エンジニアである（セリフでは、自分は建物デザ
インをする建築士ではなく構造の専門家だという趣
旨のことを言っていた）。社内の派閥抗争に巻き込ま
れ、新築設計チームから「安全診断チーム」に左遷さ
れている。しかし、くさることなく主人公も部下た
ちも真摯に仕事に取り組んでいる。ドローンで調査
をしようとしたが故障で飛ばない、自らタラップを
ひたすら登ってひび割れ幅を測る。鉄筋探査レーダ
ー（高価！）を高所から落としてしまったシーンには
思わず、あああ…とこちらが悲鳴を上げてしまった。
　この韓国の「安全診断」について調べてみると、「建
物の状態評価」の制度で、施設物の安全管理のため

に行われているとのこと。老朽建物の維持管理・改修・
補修・補強・リモデリング促進のためにつくられた
制度のようである。評価等級基準があり５段階で評
価され、最も悪いものは「直ちに使用を禁止して補強・
改築をしなければならない状態」となっていた。
　ドラマの中では、敵対する派閥の上司から「お得
意さんの建物に悪い評価を出すな」といって評価を
変えるよう指示される場面があり、主人公たちが反
発する。また、傲慢な態度のビル所有者（ビルの耐
震壁に開口をつくっていた）に対して主人公が「お前
らのようなオーナーがいるからビル倒壊事故が起き
るんだ」というセリフが出てくる（1995年の不正・
違法行為が原因で起きた百貨店崩壊事故を指してい
る）。韓国ドラマは、エンタテイメントの力で社会の
悪、不正義を描くという評論を読んだことがあるが、
このドラマもそんな要素がたくさん詰まっていて、
良い作品であった。個人的には何より、建物の調査
診断が普通の仕事としてドラマに出てきたことが嬉
しく、ここに紹介した次第。既存建物の維持管理・
改修が当たり前の社会になってきたなと実感するこ
の頃である。　　　　　　　　　　　　　　  （M.T）
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一般社団法人マンションリフォーム技術協会は、設計コンサルタント、工事会社、メーカーが三位一
体となった組織です。それぞれの立場のプロフェッショナルたちが一つになって質の高いマンション
リフォームを実現します。
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設計コンサルタント
豊富な経験に基づくマンションリフォームの提案

　●調査診断　　●修繕計画　　　　●設計
　●工事監理　　●長期修繕計画

工事会社
良質で安全・安心な工事の実現

　●大規模修繕工事（建築・電気・機械・ガス）
　●エレベーター・機械式駐車場工事
　●グレードアップ（バリアフリー・省エネ）
　●耐震補強工事

メーカー・流通
マンション改修に最適で良質な製品の提供

　●塗装材　　　　●防水材　　　　●シーリング材
　●タイル資材　　●下地補修材　　●建具・金物類
　●設備機器・配管材料

管理組合

特　長


